
3研究発表
3－1研究成果発表会
（1）第1回陶磁器分野

糊　　 日 平成 17年 6 月 17 日 （金）

会　　 場 窯業技 術セ ン ター 大会濃 童

参 加 者 47名

口頭発表 研　 究　 テ　 ー　 マ 研 究者 （（⊃印は発表 者）

アル ミナ強化扱 搾 の品質 向上 0 秋 月　 俊彦

食詐洗 浄機対応 食器の 開発 0 兼 石 哲也 、○秋月 俊彦、
小林 孝幸 、 山口 英 次

鋳込み成 形 に よる磁器 パイ プ製造技 術の開発 ○久 田松 学 、 山下 行 男 、
小林 孝幸 、 山口 英 次

貯水機 能を持つ屋 上庚 タイル 製造技術 の l乱発 0 矢野 鉄也 、小林 孝 幸 、
山 口 英次 、大串 邦男

製品 の 「使 いや す さ」と形 状設 計技 術 に関す る ○桐 山 有司、小林 孝幸、山口 英次
研究 村 木 里志’、斎藤 誠 二’、

慧原 大悟▲（＊九州大学 ）

は りつ き指導 ○大 串 邦男 、小林 孝 幸 、
山 口 英次

朔　　 日 平成 17年 7 月 15 日 （金）

会　　 場 窯業技術 セ ン ター 大会淋 基

参 加 者 42名

ロ塀発謀 研　 究　 テ　 ー　 マ 研 究者 （（⊃印は発戎着 ）

半導体型 にお いセ ンサ を応用 した揮発 性有機 ○武 内　 浩一 、永石　 経 基
化合物 の高感度 モ ニ タ リング技術 の開発

機 能性超 微粒 丁一材 料の 閲発 と応用 に関す る研 ○狩 野　 伸 臼、阿部　 久雄
究 北條　 純¶ （九州大学 ）

藻場再 生のた めの食苔動 物対 策技術 開発 ○吉 田 英樹
桐 山 陸続 （総 合水 l監試験 勘）

生理活性 機能 をもつ無機 有機 複合 ナ ノシー ト 0 阿部　 久雄 、高松　 宏行 、
材料 の開発 と応 用 木 調 一正

田呉 利紺●ぐ緬 生公唇研 究所）
大塚 和男‾、松 尾 和敏 ‾
（‾総合 農林試験 場）

共同技術 阿発 につ いて ○武 内　 浩一



期　　 日 平成 17年 8 月 17 日～21日 （3 日間） （研究成果発表会 と同時間僻）

会　　 規 森泉技術センター祖唸覚重

展示作晶 ①食器洗浄機対応食器

②貯水機能を持つ屋上床タイル

③磁罪パイプによる手滞 り

僅）陶磁器の構造解析

（軒天草だて強化磁器

喧）ユニパ“サルデザイン製品

⑦大形コエコタイル

（む花器 （色の変色を楽しむ花器）

⑧・ 〃 （倒れにくい花器）

⑩ Jl （水の入れ替えが容易な花器）

⑬　 ′′（花器のみでもインテリアとして楽しめる花器）

⑫ JJ （生 ける花の最に合わせて口径を調節できる花器）

⑳象供製品

匂）焼成胎の強い磁臆による製品

⑳インクジコニットプリンタによる画像転写

⑯栄養塩類除去用セラミックス

⑱酒器セット （磁器とガラスの融合）

⑱ トリジマイ ト強化磁器

来朝者数 49名



題　　　 目 布 衣 者

（○印ほ誼演者）

会　　　 名 閃僻年月日 （場所）

廃シリカ狩子のチタエア被頭 ○狩野　 仲自 第42国先端材料 平成17年 4 月28 日

と光触媒特性 武内　 浩一 研究交流会 （長崎市 一長崎大学）

国際難争下での恥産地企茶の 0 大串　 邦男 （手t） ロ本セラ 平成17年 6 月 3 ロ

挑戦 ・省 資源 ・省エ ネルギ【 武内　 清一 ミックス協会陶 （名古屋市 上図際会議場）

からの商品の多様化まで 秋月 俊彦

山∩ 典男

磁器甑全

個 ＆くらしのデザイン磨2005」 ○久 田松　 草 産業技術連携推 平成17年 7 月27 日

出展作晶について 進会議窯業部会 （名舌屋市 ・国際デザインセ

鰐36回陶磁宅号ヂ

ザイン分科会

ンクー）

陶磁器と構造解析技術 ○秋月　 俊彦 （杜）日本セラ 平成17年 8 月 5 日

l＝下　 行男 ミックス協会基 （有田町 ・佐賀県窯業技術セ

武内 浩 一

吉田 美樹

埴科学部舎弟39

阿基礎科学都 会

セ ミナー

ンダー）

締込み成形による磁罪パイプ ○久田松　 宇 第17回九州地方 平成17年 10月m 日

製造技術 の開発、内装用装飾 公設試験1許究機 （福岡市 ・ホテル レガロ福岡）

陶栃 関デザイン担当

者会議

陶磁器産業の流通と変題 ○山下　 行男 長崎県立大学、 平成17年 10月21日

総合講座

「流通の新潮流」

（佐世保市 上長崎県立大学）

センター活用事例将介 0 武内　 浩一 技術交流会 平成17年 10月24 日

（五払市 ・五払地方局）

平成17年 12月15 日

（大村市 ・大村商⊥会談所）

平成18年 1 月27 日

（松浦市 ・松浦商工会漉所）

ハンマー別の反発エネルギー （⊃秋月　 俊彦 産業技術連携推 平成17年 12月 5 日

の測定 進会議森泉部会 （名古屋市 ・産菓技術総合研

筋 l 阿強化許器

食看き分科会

究所中部センター）

生理活性機能をもつ粘土鉱物 0 阿部　 久雄 産業技術迎携推 平成17年 12月 6 ∪

系複合材料の開発 福松　 宏行 進会縫窯業部会 （名古屋市 ・産業技術総合研

木須 一正

出茶 利招

大橋 文彦

第40回セ ラミッ

クス技術分科会

究所中部センター）



題　　　 目 発 表 者

（○印は講演者）

会　　　 名 ！朔催年月日 （勘所）

波佐見煉の変通と製品の特徴 C 〉LL」1‾　行男 平成 17年度産捜 平成17年 12月 8 日

連票巣部会九州

地域軸会

（波佐見町 ・無薬技術センター）

無機粉体一有機高分子系複合 0 高松　 宏行 ロ本セラ ミック 平成17年 12月 9 日

体の物性 に及ぼす合成プ ロセ 阿部　 久雄 ス協会平成17年 （北九州市 上北九州テクノ

スの影響 芦塚 正博

宮崎 敏樹

■古田 英一

度九州支部秋季

合同研究会

センタ←・）

β－リン酸三カルシウム／生 ○高松　 宏行 8 本セラ ミック 平成18年 1 月20 日

分解性有機高分子複合体の作 阿部　 久雄 ス協会第44回セ （高知市 ・高知市文化プラザ

製 と強度評価 芦媛 正博

宮崎 敏樹

石田 英一

ラミックス基礎

科学討論会

かるぼ－と）

構造解析技術の陶磁器分野へ 0 秋月　 俊彦 強化磁暴食策の 平成18年 2 月23日

の応用 衝撃昏亡験に閲す （岐阜県・岐ヰ県セラミックス

る報告会 技術研究所）

ガラス粉末の放電プラズマ焼結 0 山口　 典男 ■06 日本セラミ 平成18年 3 月 14 日ん16 日

林　 準－

大橋　 修

ックス協会年会 （東京都 ・東京大学駒場　　　キャンバス）

喪　　　　　　 題 著　　 者 誌　　　　 名 （巻 号）

拡散法合 用Mg含 有 300 3アル ミニ 池澤 英晃 、広 橋 順 一郎 、 日本 金属学 会娃．第69巻．第 出号

ウム合 金 の開発 山 口　 典男 、 大格 修 （200 5）、♪73 9－742一



展　 示　 会　 名 試　 作　 品　 内　 容 閃耶期 日 （場　 所 ）

陶 ＆ く らしのデザ イ 食器洗 l争憶対応 食器 、磁 器 パイプ に 平成 17年 7 月 27 日～ 8 月 1 日
ン展 2（）05 （全国陶磁 上る手摺 り、 内装用 装飾 陶版 、酒器 （名古屋 市 一国際 デザイ ンセ ンター）
諾試験研究機間作欄展） セ ッ ト ・ドロ ップ （凝 着旨とガ ラスの 平成 17年 8 月 】7 日～ 9 月 4 日

咽 ＆ く ら しのデザイ ン騒 2。莞墓貸 さ く北海 道 ・江別セ ラ ミックアー トセ　　　　　　ンター）

を受賞 平成 17年 9 月 20 日へ・1（）月 4 日
（僧楽 市 上伸楽伝 統座業 会館 ）
平成 17年 10月 1らR ～ 10月 17 日
（岐阜県 ・セ ラ ミックパ ー クuIN O）

平成 17年 10月 2 1 目～ 10月 23 日
（四 日市 ・ばん この里会嘩 ）
平成 17年 1（〉月 29 日～ 10月 30 日
（常】せ市 ・常1甘市立市民 ア リーナ）
平成 17年 11月 12 日～ 11月 13 日
く瀬戸 市 ・纏戸威 ）

！R 墟 フ ェスタin 水質 l争化材 、エ コタイル 、石玉盆栽 ヰ成 17年 10月 22 日～ 10月 23 日

ハ ウステ ンボ ス （佐 世保 市 ・／、クステ ンポ ス）

なが きき重 り ・恵み 食暑掛 軸対応食諷 高齢 者用食 器 、 平成 17年 11月 19 日～ 11月 20 日
の感 謝集 ユニバ ー サル ポ ッ ト・カ ップ、軽 量

ヲ酎胤 与釘ヒ食諷 有限要素食耶、
酒器 セ γ ト・ドロ γプ（磁器 とガラス

　　　の融合 化）

（長崎 市 ・長崎水 辺の森公 図）

5共同研究・共同技術開発
共同研究規定により、18課題について共同技術開発を実施した。
（1）

開 発 課 題 生 理 活 性 ナ ノ シ ー トの 関 連 プ ロ セ ス 並 び に 応 用 ・加 工 型 晶 の 閑 雅 （共 同 研 究 ）

目 的 ・内 容 抗 由 ・防 カ ピ な ど の 生 理 活 性 機 能 を も つ 有 機 化 合 物 と粘 土 鉱 物 と を 複 合 一 体 化 した 、

生 理 活 性 ナ ノ シ ー トの 製 造 プ ロ セ ス を 確 立 す る と共 に 、 そ の 応 用 ・加 工 技 術 に つ い

て 検 討 した 。

共 同 研 究 者 （株 ） 徴 研 テ ク ノ ス　 河㌻川　 隆 治 、 他 10 名

担　 当　 者 研 究 開 発 科　 阿 軌　 久 雄 、 高 松　 宏 行 、 木 領　 一 正

開 発 課 腐 複 合 型 光 触 媒 粉 末 の 閑 常 に つ い て （共 同 研 究 ）

目的 ・内 容 綾 相 系 で 使 用 す る 環 境 浄 化 粉 末 と して 製 品 化 す る こ と を 目 的 と し 、 シ リ カ 粉 末 の 表

面 に 、 ア ル コ キ ン ド法 に よ り酸 化 チ タ ン を 被 尋 さ せ 、 焼 成 し た 粉 末 の 光 触 媒 活 性 を

確 認 し た 。

共 同 研 究 者 （挟 ）＝ニッチ ツ ハ イ シ リカ 事 真 木 凱　 中 村　 瑞

押　 当　 着 研 究 開 発 科・ 狩㈲　 伸 自




